























































































































































































































































































































山砲兵第二大隊表門          外周土塁


























0             10m
図2 旧陸軍第十七師団駐屯地外周土塁周辺浪1量図 (縮尺 1/300)
③~     土塁     ⑪T       T































測量調査は、この門を中心に、東西約25m、南北約12mの範囲を対象と    に―一す__す」m


























図6 門柱立面図 (縮尺 1/30)






















































































































































































































































o          500m
図13 津島地区全体図 (縮尺 1/20,000)
表1 2006年度津島地区調査一覧
番号 種類 調査地区 構内座標 所属 調査名称 調査期間 掘削深度(GL m) 内容
l 立会 津島北 AII～AW08工 工学部総合研究棟 Ⅱ期改修工事 :電柱新設 1.9～ 2.13箇所、基盤とみられる砂層～近世層まで





～04 教育 教育学部公共下水桝接続工事 9.4～21
桝 1箇所、深さ2.3m。配管、深さ1.05～ 1.92m。黒色
土層あるいは基盤層まで掘削。東西方向の溝確認。
4 立会 津島北 AW10 工 工学部総合萄1究棟 Ⅱ期改修工事 :機械設備 9.12 0.75既設工事内
5 立会 津島北
BA・BB02、
BC02 事 プール改修配管接続工事 9.28～10.3 1.7
黒色土層あるいは基盤層まで。古墳時代頃の溝
状遺構を確認。
6 立会 津島南 AV09 工 工学部総合研究棟 Ⅱ期改修工事 :外灯新設 11 1.2 造成土内
7 立会 津島北 AW10 I 工学部総合研究棟 Ⅱ期改修工事 :配水桝 12.5 造成土内
立 会 津島南 BE15、BF16農 農学部仮設電気引き込み工事 12.12 オーガー4箇所、造成上内
立会 津島北 AX10 工 工学部総合研究棟 Π期改修工事 :接地極・管路 12.18 17 管路1.Om、接地極17m、近代層まで
立会 津島北 AX08 工 工学部総合研究棟 Ⅱ期改修工事 :機械設備 12 25 造成十内
11 立会 津島北 AX08～09 工 工学部総合研究棟Ⅱ期改修工事:耐震工事に伴うPC耐震柱基礎掘削 12.25～271.8 古墳
～弥生層まで
12 立会 津島北 AV10、AW10工 工学部総合研究棟 Ⅱ期改修工事 :電気設備工事 12 26 1.2 既設工事内
立会 津島南 BF16
? ?
農学部2号館南電柱移設 07 2.23 2 中世層まで
14 立会 津島南 AXll 事 津島キヤンパス環境整備 :道路 07.313 1 造成 +1内
15 立会 津島北 A Vヽ02～03 環 環境理工学部自転車置き場 07 3 27 0.55造成十内
-10-
第2節 立会調査の概要
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  . No l  深さ (cm)
2   . No 3
■ No 4  14
■ No 8  224   ■ No 9
■ No 10
■ No 136:冊 “~日肺
■ No 16
■ No 18


















今 回、定 量 を 行 っ た イ ネ 科 植 物 は、イ ネ (θ7ζα sα′jνα L。)、 ヨ シ 属 (P乃
“
g“jたs)、 タ ケ 亜 科
(3α
“
b“sθjルαι)、 ウシクサ族 (A測レηθgθんιαι)、 キビ族 (Pαれjειαθ)である。




オパールの検出密度が非常に高いのに対 して、ヨシ属、キビ族の検出がほとんどないことから (図18参照)、 か
なり安定して営まれた水田である可能性が窺える。これらの層からは、イネの機動細胞由来のプラント・オパー
ルの他にも、籾殻の表皮細胞由来のプラント・オパァルも検出されている (図19)。














1 0 0 0 0
2-1 13,144 4.225 6.102
2-23.82 10,466 0 10,466
2-3 10,714 1,128 7,895 3.9470
3-1 3,814 9,807
3-2 6,407 5,825 5.825 0
3-3 9,173 3,058 5,504
4-1 3,295 0 7.139 0
4-2 7,359 3,9631,132
4-3 2,765 6.636
5-13.58 5,117 0 8,955 6,397
5-2 1,913 7,653 6.378 0
5-3 2,315 10,420 2,315
6-1 3,934 0 12,926 7,306
6-2 2,146 537 15,024 5,902
7-1 547 0 19,681 4,3730
7-2 0 0 28,125 8,7892,93C
7-3 653 0 20,908 0
8-13 17 0 11,151 5,3100
8-2 0 0 12,456 4,7450
8-3 0 0 3,509 0
9-12 94 0 2,128 0

























































検 出 密 度


























































































































































































土層の時期 17  22次調査 23次調査 27次調査 28次調査 試 掘 調 査T2 T2 T4
近代 6,800～8,200
近世 3,000～4,500 6.800～ 8.200
3,000～3,800
い世
中世 or古代 2,700～4,200 3,000～3,800















縄文時代 (後期) 0 0 0 0 0 0







































































































調査担当 :光本 順 (主任)・山本悦世 :中村大介
主な遺構 。遺物 :〈近代〉土坑 1基。溝2条・畦畔、く近世〉土坑16基・溝 1条、〈中世〉井戸3基・溝
17条・掘立柱建物 1棟・柱穴・畦畔、〈古代〉溝 1条・溝状遺構 1基、〈古墳時代〉竪穴住居2棟・焼土


























のキャンパスに移築 された際の ものである。上面の標高は1。9  4.第13次調査地点(総合教育研究棟)









































































溝 (SD 3)は、近代のSD lの前段階と考えられる東西大溝である。北倶|の肩は確認されたが、南側の肩につ
いては、SD lによって切られている。したがって、溝全体がSD lよりも北側に位置 していたものと考えられ
る。




































れに取 り付 く南北溝によって、「T」 字形の溝がつくられた段階で
ある。層位的関係からみるとt SD10。11→SD 9の順序となり、SD 9がSD 7に直接取 り付 く溝となる。東西大
形溝は、6次。7次調査で検出された溝と一体となって、遅 くとも13世紀の中頃以降には、方形の屋敷地の区画
を形成 している。区画は一辺が約70mとなる。本調査地点は、この方形区画内の中央北辺に位置するものとい







































焼土遺構は、竪穴住居 1の南倶1に3ヶ所 (焼土集中 1・ 2・6)と、中世の東西大溝より南佃1において4ヶ所
















以上の内容についてはいずれも現段階の暫定的な報告であ り、正式報告は今後の詳細な整理 。分析の後 とす
る。                                          (光本 順 )
言主

























CG 74 ・ CG
77・CQ77
? ?総合研究棟 (医学系)新営に伴 う発掘調査に関
わる電柱掘削
105～1.1造成上内




エネルギーセンター 棟新営に伴う機械設備 12.26 造成土内





0                          100m
※番号は表4の調査番号に対応する。


























げた。これらの試掘坑は掘削順 に番号 を付 し、No.1(南
東)、 No。2(南西)、 No.3(北東)、 No。4(北西)とした。
②層序と地形 (図29・30)











































I  造成上              Ⅳc 灰茶褐色砂質上 (「e◎)
Ia 暗肯灰色粘質土          Ⅳd 明灰白色粘土  (Fe◎、Mn◎)
Ⅱb 緑灰色粘質十           Ⅳe灰自～灰褐色粘土(Fe◎、MnO)
Ⅲa 茶褐色弱粘質土 (MnO)     Va 明灰～灰色強粘土(FeO、Mn△)
Ⅲb 淡茶褐色弱粘質土(MnO)     Vb 暗灰褐色粘土  (FeO)
Ⅲc 灰茶褐色粘質上 (MnO)     Vc 明灰色粘上   (FeO)
Ⅲd 明灰茶褐色粘質土(MnO)     りヽし例]
Ⅲe 灰茶褐色弱粘質土(MnO)     ◎:顕著にみられる
Ⅳa 明灰自色粘土  (Fe◎、MnO)  〇:―定量みられる
Ⅳb 灰白色粘上   (Fe◎、MnO)  △:岩十みられる















































V2 灰色粘土   (Fe◎)
lm








































0             60m
図31 2006年度の調査地点 【3】 一東山地区― (縮尺 1/3,000)
表5 2006年度東山地区調査一覧



























番号 出土地点 遺構 対象資料 分析法 分析機関 備考
































期 期   間 処 理 内 容 処理期 間
第 1期 1992年2月～1993年11月 鹿田遺跡第 1次 (附属病院外来診療棟) 第2次(NMR CT室) 1年 9ヶ月
第 2期 1994年6月～1996年8月
鹿田遺跡第3次 (医学部短期大学部校舎本体)・第4次 (医学部短期大学部校舎周辺配管)・第 5
次 (附属病院管理棟)、 津島岡大遺跡第3次 (男了学生寮)・第5次(大学院自然科学研究科棟 )
第6次 (生物応用工学科棟 )
2年2ヶ月
第 3期 1996年12月～1999年 6月 鹿田遺跡第3次、津島岡大遺跡第3次 第6次 2年7ケ月
第4期 1999年7月～2000年12月 鹿田遺跡第 3・4次、津島岡大遺跡第3次 1年5ケ月
第 5期 2001年 1月～2002年3月 鹿田遺跡第 3・4次、津島岡大遺跡第3次
・第9次(生体機能応用工学科)・第10次(保健管理セ
ンター) 第12次(Fll属図書館)・第13次(福利厚生施設北棟 ) 1年 2ヶ月
























内容 テーマに貝1したコーナーとして、「戦いのはじまり」(弥生 。古墳時代 : 津島岡大遺跡 。鹿田遺跡から出



























































































































職名 氏 名 担当科日 委 嘱 期 間 備 考


























光本 順 :若手研究B「弥生時代から古墳時代における刀剣副葬に関する集成的研究」 :研究代表者
中村大介 :若手研究B「弥生時代開始期における日韓の玉類の比較研究」 :研究代表者
2.論文・資料報告







光本 順 :『身体表現の考古学』 青木書店
中村大介 :「鹿田遺跡の古代・中世の井戸についてJ『岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要2005』
「縄文時代から弥生時代開始期における調理方法」『土器研究の新視点一弥生時代を中心とした土器











山本悦世 :土師器の資料調査 (岡山県)、 中世城館の景観調査 :一乗谷朝倉氏遺跡 。福井県立歴史博物館 (福井
県)
岩崎志保 :中世城館および中世関連資料調査 (福井県)、 弥生集落遺跡の実態調査 (佐賀県)
野崎貴博 :古式土師器の資料調査 (島根県)、 中・後期古墳の踏査 (愛知県)
光本 順 :古式土師器の資料調査 (島根県)、 古墳の踏査 (長野県・埼玉県・茨城県)































他、『鹿田遺跡 5』 作成と関連して、古墳時代初頭の土器付着物に関する放射りL炭素年代測定を実施 した。ま
た、前述のプラント・オパール分析等、いくつかの試料提供を行った。
展示・公開 展示会としては、第10回キヤンパス発掘成果展「兵どもが夢の跡一岡山大学構内にのこる戦いの



































































































































































































1.光永真- 1983「岡山大学医学部附属病院動物実験施設新営工事に伴う排水管付設工事に伴 う立会調査J『1司山県埋蔵文化財報告』13 岡山県教育委員会
2.河本 清 1983「岡山大学医学部附属病院夕ヽ来診療棟改築に伴 う確認調査」『岡||1県埋蔵文化財報告』13 岡山県教育委員会












付表 1 1982年度以前の構内主要調査 (1980～1982年度)
年度 地 区 名 種類 所属 調 査 名 称 調 査 組 織 調査面積(r) 文蘭 備 考



























津島北 AW14 発掘 法文 排水集中槽 (NP-1)埋設 同山大学 24.0 小橋法目黒遺跡 :津島岡大第 1次調査
津島南 試掘 学 武道館新営 岡山市教育委員会
津島北 AY15・16 法経 校舎新営 70
鹿 田 医 標本保存庫新営 岡山県教育委員会
医病 外来診療棟新営 岡山市教育委員会
2
立会 医 動物実験施設関連排水管・ガス管理設 岡山県教育委員会 1





年度 番 号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称 調 査 期 間 面積
(ぽ)
概 要 文献







































年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称 調 査 期 間 面積
(『)
概 要 文献
⑩ 1986 3 BF BG09 学 津島岡大遺跡第4次調査:屋内運動場 87.1.19～.22 弥生時代前期の溝、中陛河道 6
















28D 3 AV・A Vヽ05・06 工 津島岡大遺跡第7次調査:情報工学科棟 10.12～89.3.31
縄文後期集落、弥生時代前期 ～近世水
田
⑩ 1 AY AZ08大自 津島岡大遺跡第5次調査:自然科学研究科棟 4.3～421 古墳時代後期の溝




⑮ 3 BH13 農・薬 津島岡大遺跡第8次調査 (B地点):合併処理槽 7.23～ 12.2 弥生時代溝、古代～近世水田



















































⑮ AW02～04 環 津島岡大遺跡第17次調査:環境理工学部新営 96.5.21ヽ 1.9
縄文時代後期の集落、弥生時代の溝
水田、古代の水田
⑮ BBll 事 津島岡大遺跡第
18次調査 :福利施設
(南)新営に伴うボンプ槽取設 98.4.7～4.10 古代の溝状遺構





〇 5 AY07 環 津島岡大第20次調査 :校舎 (I期)新営に伴 うポンプ槽収設 98.10.19ヽ28 黒色土 L面に溝、中lll満















AZ15・BA14 大文 津島岡大遺跡第23次調査:総合研究棟 00.2.3ヽ 7.28
縄文時代後期河道・杭列、弥生前期河
道・堰・溝、弥生中期～近世溝
⑪ 3 AZ14 大文 津島岡大遺跡第24次調査:総合研究棟渡 り廊 卜建設 00.12.5～14 34.2 縄文時代後期河道 杭列





































1984 9 AU～BD28～40 医病 鹿田遺跡第 1次調査 :外来診療棟
7.271ヽ1.22
M19～8.31 2188 弥生時代中期後半～中世集落 7
















? 年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称 調 査 期 間 面積(r) IPll 要 文献
































































〇 1 CD～CM12～20 医病 鹿田遺跡第14次調査:病棟 (Ⅱ期 ) 03.731～1217
弥生～古墳時代の畦畔・溝、中世の井
戸・土坑・溝・近世のため池・土坑





































? 年度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称 掘 削 深 度(m)
造成上厚
(m) 概 要 文献
(3) 1983 1 BH13 合併処理槽予定地 25 →津島岡人第2次調査 :1983年度 l










6 1983 4BF22・ 23 農 農場畜舎新営予定地 2.03ヽ.0 2ヶ所、土器片 く1987年度工事立会〉 1




(8) 6 BB10 保 保健管理センター新営予定地 20～3.0 →津島岡大第10次調査 :1999年度 l
9 7 事 津島宿舎新営予定地 11器片 く1987年度工事立会〉 l
8 AW05 工 校舎新営予定地 1 11器片 l
1 BE08 教養 講義棟予定地 12 遺構など未確認 〈1986年度工事立会〉 5
2 AX02 教育 研究棟予定地 2.63ヽ4 12 3ヶ所、縄文～弥生十器出J 5
3 AV AW99～01 学 男子学生寮新営予定地 2.0～30 1 →津島岡大第3調査 :1986年度 5
3 BF BG09 学 屋内運動場新営予定地 24、 1.2～1.7 1.1 →津島岡大第4次BFil査:1986年度 6
4 AY AZ07大 自 自然科学研究科棟新営予定地 16～32 0.6～0.8→津島岡大第5次調査 :1988年度 6
987 4 AP02(土生地区 ) 事 外国人宿舎建設予定地 2.2～28 縄文時代・弥生時代・近世の遺構面 8
5 AVll ,晴 総合情報処理センター新営予定地 2.0～30 →津島岡大第11次調査 :1993年度
1987 6 AY09 理 身体障害者用エレベーター建設予定地 3.0～3.5約1.0 中世
・近世の遺物、古代・中世の水円
く継続 して調査〉
7 BD09 教養 身体障害者用エレベーター建設予定地 07 縄文時代遺構、縄文
・中世 。近世土器
く継続 して調査〉
AX04・06、AW04工 校舎建設予定地 2.0～3.5 =津島岡大第 6・ 7次調査 :1988年度 11
BD18・19 動物実験飼育施設・遺伝子実験施設 1 1～ 12 →津島岡大第8次調査 :1991年度 11





















1989 4 BD02 学 学生合宿所予定地 2.0～3.2 1 弥生時代早
・前期の畦畔 く1989年度工
事立会〉
5 AV・AW13 図 図書館新営予定地 l 4～1 6 →津島岡大第12次調査 :1993年度
3 学 学生合宿所ポンプ槽予定地 1.1 弥生時代前期畦畔、中世十器片
6 AヽV・AXll 事 福利厚生施設予定地 1 4～1 6 →津島岡大第13次調査 :1994年度
3 BE～BF22～23
?? 農学部汎用耕地実験実習施設 1.5 中～近世耕作土
3 BD20 農 薬 動物実験施設 GL-14mで黒色土、縄文土器 1点出
:11く盛 りJ二保存〉
4 BE26 事 国際交流会館新営予定地 4.1・2,4 1.6
明治～中世の上層確認、以下は湿地状
態、遺構・遺物無 し (明治畝 のみ)
く工事立会〉
5 AW02・03 環 環境理工学部新営 1.2 →津島岡大第17次調査 :1996年度
6 BF07 学 ボクシング部ボックス移設 3 標高2.5mで黒色土、弥生～古墳時代の溝2条、古代溝 1条
1998 9 AZ09 理 コラボレーションセンター新営に伴う試掘調査 2.7～3.4 13
→津島岡大第19次調査 :1998年度
AW02・03 環 校舎 (Ⅱ期)新営に伴う調査 12 →津島岡大第22次調査 :1998年度
AW04 上 システムエ学科棟新営に伴う調査 10 GL-1.8mで黒色土、縄文後期の遺構
1998 AU02・03・06、AV03 事 遺跡保護区整備に伴う調査 2.4～3.8 0.8～1.6
5ケ所、TI)1・3・5:微高地状、
TP2 4は低 湿 地状、TPlで弥 生
溝、TP3で弥生溝・ピット、TP4で
中世溝












7 BB14 創立50周年記念館新営に伴う調査 2 →津島岡大第27次調査 :2001年度
2()02 5 BD15 事 事務局1日本部棟移転に伴 う調査 2.1 黒色土の落ち検出
〈鹿田地区:鹿田遺跡〉
総号
番号 年度 番号 構 内 座 標




(4) 1 BU30・31 医病 西病棟北側受水槽予定地 1.4 05～0.7中世十器・包含層確認 く盛十保存〉 2








5 BY・BZ68 ア アイソトープ総合センター予定地 2.3 l 2ヽ1 3 →鹿田第6次調査 :1990年度










? 年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称 掘 削 深 度(m)
造成土厚
(m) 概 要 文献
1 4 資源生物科学研究所遺跡確認調査 25 0.7 中世後半以降の土器片
2 1998 イヾオ実験棟新営工事に伴う調査 1.5 0.4 近世千拓地内、遺構未確認
(三朝地区:福呂遺跡〉
???
? 年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称 掘 削 深 度(m)
造成土厚
(m) 概 要 文献
3 19975・ 6 固 実験湖:究棟新営工事に伴う試掘調査 1.66～2.1 2ヶ所→福呂第2次調査 :1997年度
5 2004 1 固 三朝宿泊所増築工事に伴う試掘 確認調査 1.3 0.5～0.93ケ所、遺構・遺物 遺物包含層確認されず
6 2 固 高圧線・電話線切替工事 1.0 0.85 1ケ所、河床礫、段丘礫層確認
????
年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称 掘 削 深 度
(m)
造成土厚
(m) 概 要 文献
B115～17 事 南宿舎合併処理槽関係配水管理設 1.0～22 1.0 溝・土坑、弥生土器・須恵器 2
986 BE08・ 09 教 養 校舎新営 2.3 中・近世の清 土器 6
986 BG08 学 ンヽ ドボールコー ト新設 0.2´ヽ20 0.8 黒色土確認 6
BF07・ 08 教養 校舎新営に伴 う電気配管 0.9 中世包含層 6
1988 BG10 11 教養 テニスコー ト夜間照明施設 2.2 1.5 GL―約2mで黒色土、西に向か う落ちを推定 ll
8 AZ08 大自 自然科学研究科棟新営 :工事用道路 弥生時代後期水田・溝
AU05 工 校舎新営に伴 う電柱架設 黒色土確認
16
19




年度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称 掘 削 深 度(m)
造成土厚




I:学生合宿所給排水管設置 2.3 12 GL-2.3mで黒色土
9 BC18 防火用水撤去 基盤層まで掘削、石鏃出土
BB16 事 津島地区基幹整備 (電気):ハンドホール・アース板 1.7～1.8 2ヶ所、明治層～淡灰色粘土層
BD15 事 津島地区基幹整備 (電気):アース板 1.7 1.0 GL-1.5mで黒色土
BE・BF12 事 南北道路街灯設置 l.5 3ケ所、GL-1.4mで古代層
1992 BD18 農・薬 遺伝子実験施設ハンドホール設置 ).75～ 1.1縄文後期層まで掘削、溝2本検出







1993 BBll 保 保健管理センタ 新ー営に伴う旧棟改修 :電気配線 1.1 弥生土器片、工法変更
1993 BA07 事 津島地区基幹整備 :RI共同利用施設排水処理施設他設置 3.2
明 治～中 陛層・暗 褐 色 土 層、古 代
溝 ?、 縄文ll■期 ?土器片
BD～BE13 事 津島地区環境整備 :南北道路沿水路ボックスカルバー ト敷設 1.5 1.0 近陛
～中性層を確認
1993 BBヽ BG12～13 事 津島地区環境整備 :水銀灯設置 05～1.210ケ所、近世
～中世層まで掘削、一部
で暗褐色土層を確認
1993 BD～BE12・13 事 津島地区環境整備 :信号機設置 近世から中世層、一部で暗褐色土層
39 4ヽ
BB05～07、




9 BD・ BE・BF04～07 事 陸上競技場照明灯設置 2 0.96 オ
ーガー掘削 (径80cm・深 さ10m)、
GL-192～20mで黒色上
AV 10、 AW 10
AUll 総合情報処理センター新営電気工事 2.2
近 世2面、中 陛 (近陛か?)1面、
GL-17mで黒色土、近世溝
BD20 農 焼却場 2.2 GL-1.9五で黒色土
4 BC18 農 薬 動物実験棟新営に伴う造成土取 り 2.2 黒色土層イJ近まで掘削









リー 新営 :夕ヽ灯設置工事 1 0～1 5 ).76～1.1
6ケ所、明治層 2面。近世層2面・中
世層?1面・弥生層?1面
AV03AヽW03 サ サテライトベンチャービジネスラボラトリー 新営:配管設置工事 2 0.95
弥生時代層まで掘削、古墳時代前期の
遺構・遺物
AW03 環 校舎新営予定地電柱移設工事 2 黒色土まで掘削
AV13 図 FINl属図書館新営 :雨水桝・外構工事 造成土以下に青灰色粘質土
・黄褐色粘
質土・灰褐色粘質土
BB13～BH13 事 南北道路ガス管理設工事 中陛層まで掘削
AWll～BA13事 南北道路ガス管理設工事 中陛層
BC12 事 福利厚生施設新営に伴う共同溝新設工事 GL-1.65mで黒色上、古代～近世の溝
BA09 事 構内外灯設置工事 1.0 GL-1.42mで黒色土
1998 AZ09、BA09 理 コラボレーションセンター支障配管布設替工事 1.0 GIンー 1.4mで黒色土
BB12、 BC12 事 南福利街灯設置工事 1.4 0.95中世層まで掘削
1998 AY06 環 校舎新営に伴 うガス管埋設工事 12～1.4 0.65ヽ095中世層まで掘削、10ヶ所
1998 BC10 事 学生会館改修に伴うトラップ桝撤去工事 22 1 45GL-1.7mまで灰褐色粘土層、GL―2.2mまで青灰色粘土層
1998 BA00 事 NTT電柱移設工事 1.5 造成土以下に褐色系粘質土
AX03～AY07 環 実験排水管理設工事 1.4 0.6～1.410ケ所、5地点で中世層、2地点で古代層、 1地点で古墳時代層まで掘削
1998 AtJ02 環 馬場移設に伴う樹木移植 1.1～1.3GL-2mで弥 生後期 層(GL-2.2mで縄文基盤層
1998 AV03、AW03 環 校舎新営に伴 う生活排水桝設置工事 1.4 古墳時代層 まで掘削、須恵器・土師器
AW03 環 校舎新営に伴 うガス管埋設工事 1.45 1.0 中世層まで掘削
1999 8 AY00、 AZ01・ 03施 構内外灯設置工事 1.15～1.350.5～1.2




ハンドホール 1.48‐ヽ2.1 1.031ヽ.162ヶ所、 lヶ所で占墳時代層まで掘削
AW02 環 校舎 (Ⅱ期)新営に伴うスロープ設置工事 3.5 1.2 調査面積25ぽ、黒色土下面まで調査、近代土坑・古代溝・縄文後期ピット
AZ09 理 コラボレーションセンター新営に伴う排水桝 10 1ヽ.2 0.81ヽ 0
6ケ所、 1ケ所で黒色土対応層まで掘
肖」
BA12 事 津島地区電柱工事 1.6 造成土下に灰色粘質土
・暗茶褐色粘質
土層






年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称 掘 削 深 度(m)
造成土厚
(m) 概 要 文献
AX10、AY10 理 校舎改修機械設備工事 :電気 085～1600.8～1.1
南側ハ ン ドホールは GIンー 1.6mまで
掘削、GL-1.52mで中世溝検 出、南
東かい北西方向に向かって走行
AW08、AX08 工 精密応用化学科棟都市ガス改修工事 1.6～2.05 GL-1.82mで明灰褐色粘上 (中世 ?)
BA16 大文 総合研究棟仮設電柱建柱工事 l 5ヽ1 7 GL-1.4mで中世層 ?、 軍庭 園の築山、土塁を一部掘削
4 AZ10 理 校舎改修電気設備工事 1.0～1.2 ン ドホール部分で中世溝
11 BB～BC16 事 本部棟電柱設置工事 15～2.1 1.2～ 1.42ケ所、GL-1.4mで灰 色 粘 上、GL-2.lmまで谷部か ?
BB・BC13 事 本部棟車庫移設工事 0.51ヽ.6 2ヶ所、中世層まで掘削
BB14 事 本部棟樹木移植 065～0.8GL-1.4mに灰色粘質土層 (古代)を確認
BB14 事 本部棟車庫移設工事に伴う旧変電室基礎解体工事 045～07512ケ所掘削、中世層まで掘削
BE15 校舎改修電気設備工事 1.5 3ヶ所、古代・古墳層まで掘削
2002 BC13～15 事 本部棟新設工事 :排水桝・管路 1.2～2.5 0.7～1.2突帯文土器
・石器がまとまって出土、
近山溝 弥生溝 71
2002 BB13 事 本部棟新営その他工事 :雨水排水桝・管路 1 57 中陛層 と占代 古墳層を確認
BB13・BD14 事 本部棟新営その他工事 :外灯 0.95～1.9 2ヶ所で中陛層 と古代層 まで掘削、GL-13mで黒色土
BC07・ 09 教養 一般教育棟B棟外灯設置工事 1.0～126 0.95 4ヶ所、中陛層 まで掘削
BB～BC14～15 事 倉1立五十周年記念館新築工事 :汚水排水 10～2.3 D85～1 一部黒色土上面まで掘削
2003 1 BB13～15 五十 創立五十周年記念館新築に伴 う掘削 (雨水排水桝・管理設工事) 1.3 0.7～0.8中世層 まで掘削
4 AX06 工 総合研究棟新営機械設備工事 (ガス配管理
設工事)
09 古代層 ?まで掘削
6 BC15 事 旧事務局庁舎改修電気設備工事 2.43 0.85GL二1.9mで黒色土、GL-2.lmで縄文基盤層確認
7 BB, BC18 農学部総合研究棟改修電気設備工事 (仮設
電力・電話引き込み建柱工事 )
17 0.7









2003 AW, AX06, 07工 総合研究棟新営電気設備工事 (外灯) 1.4 中世層 まで掘削 Z
AW AヽX060ヽ7 工 総合研究棟新営その他工事 (排水) 0.52ヽ.5 桝で縄文基盤層まで掘削した箇所あり、弥生溝確認 留
BC～BD15 事 旧事務局庁舎改修電気設備工事 (外部給水・消火配管) 2 75 桝で、縄文基盤層確認 Z
2003 21-1BG～BH13 事 公共下水桝接続工事No.1区間 農学部合併処理槽 縄文基盤層まで掘削 Z
21-2BE～BG10 事 公共下水桝接続工事No.2区間 体育館東ヽ武道場西 1.95～2.250.8～0.9
Ialで縄文基盤層、管路で弥生早・前期
まで掘削、弥生溝 縄文土坑確認
21-4AZ16 事 公共下水桝接続工事 No.4区問 文・法・経2号館西 2.45 1.5縄文基盤層 まで掘削、弥生溝確認
21-5BA10 事 公共 ド水IAl接続工事NO.5区間 理学部 0.7 中世頃の座主川を確認 Z




21-7 Bl16 事 公共 ド水桝接続
工事NO.7区間 津島宿泊
所
1.15～ 1.3 中世層 まで掘削 Z
B115 事 公共下水桝接続工事 No.8区間 南宿舎 2.0～2.451.1 縄文基盤層まで掘削
1 BB BヽD26 事 公共下水桝接続工事 留学生等宿泊施設 1.22～1.68 1.0中世層まで掘削
6 BB 9 ・10 事 津島キャ
ンパス環境整備 留学生センター
西 05～1.1504～06弥生後期包含層 遺構・礫層確認






2005 5 AW09 工 工学部総合研究棟改修電気設備工事 (アース板設置) 基盤層～黒色土ヽ明治の土層堆積確認













? 年度 番号 構 内 座 標 所属 調 査 名 称 掘 削 深 度(m)
造成土厚
(m) lPl 要 文献
3 AO～AW22 医病 外来診療棟蒸気配管理設 弥生時代後期土器 分銅形土製品、貝集積 l
7
AW～BH23、









1985 AG31、 AG24、AF23 医 病
基幹環境整備緑化工事 :電気配線ハ ン ド
ホール掘削
1 2～1 7 1.33ケ所、中世包合層 ・ピッ ト 5





医短 護岸及び囲障工事 2 0.8～1.0中ヒ包含層 6





医病 1日管理棟跡地環境整備 :外灯基礎 1.2～1.5 0.71ヽ.02ヶ所、中世層を確認
BW71 ア アイソ トー プセンターL形側溝・集水枡 1 4～1 5 09 中世溝 1条
C173 医 テニスコー ト脇電柱埋設 1.2 10 古代十器 1点
5 DH60～62 医 護岸改修工事 近世層以下はす
べて遺構埋土の口J能性
あり(溝3条・ピット9基
11 BG・B118 医病 鹿田地区基幹整備 :附属病院連絡通路新設 造成上以 下に茶褐色上
・青灰色粘質十
層、遺物なし
1995 CD07・ 08 医病 鹿円地区基幹整備 :液酸タンク設置工事 23 1.0 中世
2面確認、溝3条、溝 内か ら中
世・古代の土師器出土








BV73、CN78 医 校舎新営に伴う仮設電柱工事 中世層 まで掘削
BV65～71 医 研究棟新営に伴う給排水l■l・ 管路 1.2～1.4 中世層 まで掘削
医 研究棟新営に伴 う検水槽 2 面積8.2r、 近世溝、中世溝・ピット







医病 病棟新営に伴う共同溝解体 17 面積18r、鹿田11次調査3区南倶!部分で中世ピット確認









BT51 医病 病棟新営に伴う汚水検水桝 1 造成土以下 7層確認、古墳時代層まで掘削か。










2000 D127 医 医学部ガス配管切り離 し用バルブ取付工事 0.8～ 1.15 0.7GL-0.85mで黄灰色粘質土










CHllCヽN22 医 鹿田団地ガス配管理設工事 1.0～1.3 0.87 中世層 まで掘削 71














BI BヽM55ヽ3 総合教育研究棟新営その他工事 1.85～2.00.8～1.05ヶ所、中世層 まで掘削
DC67 事 本部棟新営その他工事 :植採移植 1.25 中世層















10 BR～BS50～4 医 総合教育研究棟給水配管理設工事 1.33 一部で中世層確認
2003 13 BR53、 BLM 医 総合教育研究棟外構工事 (外灯) 1.4 中陛層まで掘削
3
AF 16、AF～AJ








医病 医病構内支障給水管配管替工事 0.9～1.9m 0.85 桝で中世 ?～近代の畦畔確認。弥生
ヽ
古墳の河道と推定される砂層を確認。








? 年度 番 号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称 掘 削 深 度(m)
造成土厚
(m)
概 要 文 献
1 教育 附属中学校新営 40～5.0 シル ト層中 1
教 育 附属小 。中学校他囲障改修工事 0.79 GL-1.lmで近世水田層、溝 1条
(三朝地区:福呂遺跡〉
???
? 年度 番号 構 内 座 標 所 属 調 査 名 称 掘 削 深 度(m)
造成土厚
(m)
概 要 文 献
4 固 実験研究棟新営に伴う電気埋設管路工事 GL-1.Omで中L包含層は東に向かし上昇
付表3 埋蔵文化財調査研究センター収蔵遺物概要 (2006年度現在)
所 属 種類 調査名・地区名
箱数 (1箱:約30リットル) 備      考
(主要時期・特殊遺物 ) 文献総数 土器 石 器 木器 * 種子* その他 ンプル*




鹿田第2次調査 NMR CT室) 1189 4 弥生後期 ヽ中陛、田舟・木簡等
医短 鹿田第3次調査 校舎) 131.6 5 古代～中世、石帯
鹿田第4次調査 配管) 3.5 1 古代、鹿角製品




0.5 1 1.5 中世、青銅製椀
医 鹿田第7次調査 基礎医学棟) 1 4 弥生～近世、猿形木製品
医 鹿田第8次調査 RI治療棟) 8 弥生～中陛
医病 鹿田第9次調査 病棟 I期) 120.1 01 9 2 弥生～近陛、木簡3点
医病 鹿田第10次調査 共同溝 ) 2 2 古代ヽ近L 56




77 l 騨 弥生～近世、櫛
医病 鹿円第13次調査 (総合教育研究棟 ) 254 5 弥生～近世 71












4 8 l 弥生～近世 本紀要
全 津島岡大第 1次調査 (NP-1) 5 0.5 0.5 4 弥生中期～古代 3
津島岡大第2次調査
(農学部合併処理槽 配管) 17.5 12 1.5 4 弥生早期～弥生前期 4
学生 津島岡大第3次調査 (男子学生寮) 1.5 2 縄文後期
、古墳初頭、古代 ～近 lI「 石
製指輪、蛇頭状土器片































7 2 弥生前期 近ヽ世:
津島岡大第11次調査
(総合情報処理センター) 3 05 2 縄文後期
ヽ近L
津島岡大第12次調査 (図書館) 1 縄文後期～近世
津島岡大第13次調査
(福利厚生施設 北) 12.5 05 縄文後期・古墳前期・中山
津島岡大第14次調査





















箱数 (1箱:約30リットル) 備 考












4 3 1 3 縄文後期～近世、古代堰部材、曲げ物























2.1 2 0.1 縄文後期～近世









? 鹿田 (駐車場) 1 l 弥生～中世
学 生 津島北 (男子学生寮) 1 0.7 縄文後期～弥生前期
大自 (自然科学研究科棟 ) 1 l 縄文後期～弥生前期 6
事 津島土生 (外国人宿舎) 1 1 縄文～中世
理 津島北 (身障者用エレベーター) 中・近世
教 養 津島南 (     ″     ) 0.7 縄文 中世
]i 津島北 (校舎) 1 1 縄文～近世
農 薬 津島南 (動物・遺伝子実験施設) 0.7 縄文 ～弥生、中・近世
事 津島南 (国際交流会館 ) 0.3 中世
大 自 津島北 (合併処理槽 ) 0.2 中・近世 14
学生 津島南 (学生合宿所 ) 0.2 中世
教育 津島北 (身障者用エレベーター) 0.3 縄文
図 (図書館 ) 0.8 古墳～中世
学生 津島南 (学生合宿所ポンプ槽 ) 縄文～中世
資生 倉 敷 (資源生物科学研究所) 近世
ア 鹿 田(アイソ トー プ総合センター) 1 1 中世～近世
事 津島北 (福利厚生施設 ) 弥生 ?～中世
農 津島南 (動物実験施設) 0.1 0.1 縄文 ?～近世
環 津島北 (環境理工Ⅱ期 ) 01 0.1
工 津島北 (システムエ学科棟 ) 0.1 0.1
教育 東山 (附属小学校校舎) 1.1 0.1 l 本紀要
全 立会 83年度 2 2 分銅形土製品 1




分布 89年度 二朝 本島 0.3








03年度 2 2 Z
04年度 1 l
05年度 11 1
06年度 1.1 1 本紀要




番号 名 称 発行年月日
1 岡山大学構内遺跡調査研究年報 1 1983年度 1985年2月
2 岡山大学構内遺跡調査研究年報2 1984年度 1985年3月
3 岡山大学津島地区小橋法目黒遺跡 (AW14区)の発掘調査 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第1集 1985年5月
-55-
付 編




5 岡山大学構内遺跡調査研究年報3 1985年度 1987年3月
6 岡山大学構内遺跡調査研究年報4 1986年度 1987年■0月
*太字 :発掘調査報告書
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岡山大学構内遺跡調査研究年報5 1987年度 1988年10月
9 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第1号 1988年10月














鹿田遺跡3 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第6冊 1993年 3月
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津島岡大遺跡6 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第9冊 1995年12月
津島岡大遺跡7 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第10冊 1996年 2月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第15号 1996年3月
岡山大学構内遺跡調査研究年報 13 1995年度 1996年10月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第16号 1996年10月
鹿田遺跡4 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第11冊 1997年3月
津島岡大遺跡8 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第12冊 1997年3月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第17号 1997年3月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第18号 1997年9月
岡山大学構内遺跡調査研究年報 14 1996年度 1997年11月
今、よみがえる古代 岡山大学埋蔵文化財調査研究センターの10年 1997年11月
津島岡大遺跡9 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第13冊 1997年12月
津島岡大遺跡10 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第14冊 1998年3月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第19号 1998年3月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第20号 1998年10月
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岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第22号 1999年9月
岡山大学構内遺跡調査研究年報 16 1998年度 2000年 1月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第23号 2000笙F3り弓
福呂遺跡 l 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第15冊 2000年3月
岡山大学構内遺跡調査研究年報 17 1999年度 2000笙F8り弓




岡山大学構内遺跡調査研究年報 18 2000年度 2001年0月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第27号 2002笙F3月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第28号 2002年9月
津島岡大遺跡11 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第16冊 2003413り弓
津島岡大遺跡12 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第17冊 2003`年3月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2001 2003年 3月
67 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第29号 2003年3月
津島岡大遺跡13 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第18冊 2003`年5月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第30号 2003年8月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第31号 2004年 2月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2002 2004年3月




津島岡大遺跡15 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第20冊 2005`年3月
津島岡大遺跡16 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第21冊 2005年3月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第34号 2005年10月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第35号 20061年3月
津島岡大遺跡17 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第22冊 2006年3月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2004 2006笙喜3り弓
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第36号 2006年110月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター紀要 2005 2007年 3月
岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第37号 2007`年3月
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